
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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職員一人ひとりが、子ども達と関わる中でじっくりと向き合い、養護もしっかりと行いながら

保育を行っていきました。プロジェクト活動の中では子どもと対話をしながら深い学びに繋がる

ように、職員間でも意見や考えなど話し合いの場をつくり共有していきながら、以上児・未満児

の壁をなく協力をしていくことができました。今後も職員の保育・教育を語る場を作り、また、

会議録も活用しながら情報共有を行っていければと思います。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

職員・職員の家族と

の「信頼」の構築 

〔信条の周知・徹底〕 「信条」の明確化や周知・徹底 

月ごとに信条の強化項目を決め、職員に周知・実施した上で振り返り

をおこなっていく（年 12 回） 

こども・子ども・高

齢者・障害者との

「信任」の構築 

〔災害対策〕 非常災害に対する個別の計画を整備し、それに基づく

実効性ある訓練の実施 

非常勤職員も巻き込みブラインド型ロールプレイ訓練を実施する（年

1 回） 

地域との「信認」の

構築 

〔地域活性化の取り組み〕 地域行事（まちづくり活動なども含め）へ

の参加や共同行事の開催の企画など、地域活性化を目的とした活動の実

践 

松帆地域まちづくり協議会や西淡ふるさと音頭保存会に職員を巻き込

み地域のイベントに参加する（年３回） 

 


